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≪抄録≫
2020 年の新型コロナウイルス感染症（以下、COVID-19）の世界的感染拡大により、生

活のあらゆる場面における情報通信技術（Information and Communication Technology；以下、

ICT）の重要性が飛躍的に高まり、看護基礎教育においては、ICT を生かした看護実践能

力を育む新たな教育手法の開発とその知見の蓄積が喫緊の課題となった。

このような学修環境の変化を契機に、2020 年度より本学の成人看護学領域は、専用ク

ラウド上の映像教材（以下、コンテンツ）に個人が所有する端末でアクセスすることで、

それらコンテンツを自由に活用できる「映像システム」を取り入れた教育を開始した。　

映像システムは、2020 年度開講された全ての成人看護学関連科目において活用され、

特に COVID-19 の感染拡大状況により、その教育手法が大きく影響をうける実習において

は、多様な形で用いられていた。今後は、映像システムの活用状況や教育効果に関する評

価、さらに組織的な使用環境の整備などが課題である。
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Ⅰ．はじめに

2020 年の新型コロナウイルス感染症（以

下、COVID-19）の世界的感染拡大により、

生活のあらゆる場面における情報通信技術

（Information and Communication Technology；

以下、ICT）の重要性が飛躍的に高まり、教

育における ICT 化も一気に加速された。折

しも本邦では、文部科学省が策定した「教育

の情報化加速化プラン」（文部科学省，2016）

や「第 3 期教育進行基本計画」（文部科学

省，2018）等に基づき、高等教育現場におけ

る ICT 技術・多様なメディアを活用した教育、

遠隔教育等が推進されていた。しかし、多く

の教育現場では、対面での講義の中止や施設

の使用制限（堀田，泉谷，江頭，2020；門川，

2020）、教育の急速な ICT 化への対応（望月，

重田，村上，隅谷，2020）、実習の中止（福島，

2020）等、多くの困難を抱えた。 

看護基礎教育の現場も COVID-19 の感染拡

大を受け、臨地実習ができない、講義や演習

にソーシャルディスタンスを要するなど、従

来の教育手法が通用せず、教員は工夫を凝ら

しながら手探りの状況で教育を継続してきた。

学生もまた、登校が制限される、友人や教員

と直接的な交流が持てないなど、これまでに

経験したことのない環境下で、不安を抱えな

がら学修してきた。このような中、教員や学

生の助けとなったのは、ICT を活用した教育・

学修であった。

現時点では、COVID-19 の感染収束が見通

せず、社会の情報化は今後も益々進展するこ

とが予測される。そのため、看護基礎教育に

おいては、従来の教育手法にとらわれない

ICT を活用した新たな教育方法の開発、さら

にそれら知見の蓄積が喫緊の課題であるとい

える。

本学は COVID-19 の感染拡大を受け、2020

年 4 月から、学生の登校が原則中止となり、

初めて遠隔システムを用いた講義・演習・実

習を実施した。成人看護学領域ではこれを

契機とし、本学看護学部が 2020 年５月から

新たに導入した「映像システム」という ICT

による教育手法の活用を開始した。映像シス

テムは専用クラウド上の映像教材（以下、コ

ンテンツ）に個人が所有する端末でアクセス

することで、それらコンテンツを自由に活用

できるものである。本報告は、看護基礎教育

における ICT を活用した新たな教育方法の

開発に資することを目的に、2020 年度の成

人看護学領域における映像教材システム導入

の経緯・活用状況をまとめた。

Ⅱ．採用した映像システムの特徴

今 回 採 用 し た 映 像 シ ス テ ム は、

VISUALEARN CLOUDTM（株式会社　医学

映像教育センター）である。VISUALEARN 

CLOUDTM は、専用のクラウドに保存されて

いる医学・看護学関連の様々な映像教材（以

下、コンテンツ）に、個人が所有するタブレッ

ト・スマートフォンやパソコン等の端末でア

クセスすることで、それらコンテンツが活用

できるシステムである。コンテンツは 2020

年 4 月時点で約 450 種類あり、その中から目

的や予算等に応じて必要なコンテンツが選択

できる。クラウドへの同時アクセスは 50 名

までという制限があるが、最大で 2000 名の

使用登録が可能である。端末の推奨動作環境

条件は、OS が Windows は 8 または 10、Mac

は 10.13 以上、iPad と iPhone は 11 以上であ

り、ブラウザは Windows と Mac が Chrome・

Edge・IE・Firefox・Safari、iPad と iPhone は

Safari である。

なお、本映像システム導入に関する費用は、

本学の教育改革推進を企図し設けられた「教

育推進運営費」により賄われた。
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Ⅲ．映像システム使用に関する準備

映像システムの使用に先立ち、学生の ICT

環境の確認、使用コンテンツの選定、映像シ

ステム使用ルールや操作マニュアルの作成を

行った。

１．学生の ICT環境の確認
2020 年 4 月に本学 ICT センターが全学生

を対象に実施した「学生の ICT 環境に関す

るアンケート調査」より、9 割以上の学生が

本映像システムにアクセスできる端末を有し

ていることが確認できた。また、本学には約

成人看護
学概論

成人看護
援助論Ⅰ

成人看護
援助論Ⅱ

成人看護
援助論Ⅲ

成人看護
援助論演
習

急性期看
護学実習

慢性看護
学実習

統合実習

終末期とその後の看護技術編　終末期の苦痛と緩和ケア

終末期とその後の看護技術編　死後のケア

診療に係わる技術編　輸液 △ △ 〇 △

診療に係わる技術編　持続硬膜外麻酔・持続皮下注入 △ △ 〇 △

診療に係わる技術編　輸血 △ △ △ △

<栄養･代謝>摂食･嚥下障害 △

<栄養･代謝>悪心嘔吐 〇 △

<栄養･代謝>発熱 △

<呼吸・循環>呼吸障害 〇 △

<呼吸･循環>ｼｮｯｸ △

<呼吸･循環>浮腫・脱水 〇 △

<排泄>排尿障害 △

<排泄>排便障害 △

<知覚･運動>意識障害 △

<知覚･運動>うつ状態 △

<知覚･運動>高次脳機能障害 △

<知覚･運動>運動障害 △

循環の領域（高血圧） △ △ △

悪性新生物の領域（胃・大腸・乳） △ △ △

目で見る解剖と生理(第2版) 生殖 〇

あらゆる看護行為に潜むヒヤリ・ハット △

患者アセスメントに潜むヒヤリ・ハット △

大腿骨頸部骨折患者の看護事例 △ 〇 △

胃切除術を受けた患者の看護事例 〇 △ 〇

糖尿病教育入院患者の看護事例 〇

直腸切除術を受けた患者の看護事例 〇 △

脳梗塞患者の看護事例 〇

乳房温存術を受けた患者の看護事例 △ 〇

慢性心不全患者の看護事例 〇

慢性呼吸不全患者の看護事例 〇

肝硬変症患者の看護事例 〇 〇

急性骨髄性白血病の患者の看護事例

慢性腎不全の血液透析患者の看護事例

肺がんのﾀｰﾐﾅﾙ期にある患者の看護事例

輸液ﾎﾟﾝﾌﾟ､ｼﾘﾝｼﾞﾎﾟﾝﾌﾟ △ △ 〇 △

除細動器 △ △ △

低圧持続吸引器 △ △ △

ﾊﾟﾙｽｵｷｼﾒｰﾀｰ､EtCO2ﾓﾆﾀｰ △ △ △

動脈圧ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ､ｽﾜﾝｶﾞﾝﾂｶﾃｰﾃﾙ △ △ △

X線検査 △ △ △

CT検査 △ △ △

がん看護概論 〇 △ △

身体症状のアセスメントと看護援助 △ △

精神症状のアセスメントと看護援助 △ △

在宅におけるがん看護と家族へのケア △ △

チーム医療におけるがん看護と倫理的課題 △ △

周術期看護の基礎知識 〇 △ 〇 △

術前看護 〇 △ 〇 △

術中看護 〇 △ 〇 △

術後看護 △ 〇 △

災害看護の基礎知識と災害急性期の医療・看護

災害時の地域における医療・看護

総論・予定変更1 〇

予定変更2（報告・相談）・複数の行為 〇

複数の人との関わり1・2 〇

多職種連携と社会資源 △

多職種連携から支援を考える △

知っておきたい緩和ケア 知っておきたい緩和ケア △

痛みってなに？ 〇 △

色々な痛み 〇 △

注2）表中のコンテンツ使用状況欄における「△」は講義・実習に関連した事前事後学修における活用、または学修教材としての提示を示す。

注3）表中のコンテンツ使用状況欄が空白のものは、主に学生の主体的学修用に準備したコンテンツを示す。

ME機器の知識と技術

番組名 タイトル名

成人看護学関連科目におけるコンテンツ活用状況

注1）表中のコンテンツ使用状況欄における「〇」は講義・実習の時間内での使用を示す。

知っておきたい痛みの知識

医療チームに必要な 画像医学の知識と技術

看護実践のためのがん看護

目で見る周術期看護

目で見る災害看護

よくある場面から学ぶ多重課題

高齢者の在宅における多職種連携

実践！看護技術シリーズ

看護のための病態生理とアセスメント

実習前に必ず見よう！事例で学ぶヒヤリ・ハット

看護のためのアセスメント事例集(第2版)

病気の基礎知識　病気の成因・病態と治療

表１．採用コンテンツ一覧と成人看護学関連科目における各コンテンツ活用状況
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年次 春セメスター 秋セメスター

2年次 成人看護学概論 成人看護援助論Ⅰ

成人看護援助論Ⅱ 急性期看護学実習

成人看護援助論Ⅲ 慢性看護学実習

成人看護援助論演習

急性期看護学実習

慢性看護学実習

統合実習（急性期・慢性）

3年次

4年次

表２．2020年度開講の成人看護学関連科目

50 名が使用できるパソコン室や個人が端末

を借用できるシステムがあること、1 学年の

人数である約 150 名の学生が同時にインター

ネットにアクセスしコンテンツを閲覧でき

る Wi-Fi 環境が整備されていたことなどから、

映像システムは 1 年次から 4 年次の全学生の

教育に活用できると判断した。

２．使用コンテンツの選定
コンテンツの選定は、2019 年 11 ～ 12 月

の成人看護学領域会議において実施した。コ

ンテンツの選定条件は、2020 年度に開講さ

れる成人看護学関連科目（講義・演習・実習）

で活用できる、学生が主体的学修に活用でき

る、という 2 点とし、複数の科目で共有が可

能なコンテンツを優先的に選択した。そして、

予算との関連から 15 番組 60 タイトルのコン

テンツ（表 1）を選定した。

３．映像システム使用ルール・操作マニュ
アルの作成と周知

2020 年度に開講される成人看護学関連科

目（表 2）は、4 ～ 9 月の春セメスター（以

下、春セメスターとする）で 7 科目、10 月

から翌年 3 月の秋セメスター（以下、秋セメ

スターとする）で 3 科目であったため、各科

目における映像システム使用時間の調整が必

要であった。また、映像システムは時間や場

所を問わず、個人の目的や学修ペースに合わ

せ使用できる利点があるため、講義・演習・

実習等で教員が計画した使用だけでなく、学

生個々が自由に使用できるような調整を積極

的に進めるべきであると考えた。

そこで、まず各科目の科目責任者間で映像

システム使用計画を確認し合い、使用する曜

日・時間帯を調整した。その後、学生が自由

に使用できる曜日・時間帯を明らかにし、こ

れらの情報から、映像システムの「週間使用

スケジュール」を作成した。次に、映像シス

テムが円滑かつ効果的に使用されるように、

映像システムを使用する教員や学生からの問

い合わせ・相談に応じる教員 2 名、映像シス

テムを管理する株式会社医学映像教育セン

ター担当者との連絡・調整を担う教員 1 名を

選出し、「映像システム管理チーム」を組織

した。

その後、管理チームのメンバーで会議を行

い、映像システムへのアクセス方法、ログイ

ン画面やメインページ画面の案内、ログアウ

ト方法、必要な動作環境、問い合わせ先、ID

とパスワードの管理方法などをまとめた操作

マニュアルを作成した。そして、大学の学修

支援ツールである WebClassTM 上に、映像シ

ステムの紹介、操作マニュアル等の必要な情

報を提示するとともに、映像システムを使用

する教員に授業等での学生への説明を依頼し

た。
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Ⅳ．映像システム活用の実際

2020 年度は COVID-19 の全国的な感染拡

大の影響をうけ、春セメスター前半では学生

の登校が原則中止となった。講義・演習・実

習は急遽遠隔システム方式を中心とした方法

で行われることとなり、教員は短期間で授業

計画の修正・変更を迫られた。学生も遠隔シ

ステム方式を中心とした新たな学修環境に適

応しなければならず、学修そのものに躓く者

も少なくなかった。春セメスター後半から秋

セメスターにかけては、対面での講義・演

習・実習が再開されることとなったが、遠隔

システム方式や、対面と遠隔の合わせたハイ

ブリッド方式も適時採用され、COVID-19 の

感染拡大を中心とした社会的状況に伴い学修

環境が変化する状況が継続している。

このような状況下において、映像システム

はすべての成人看護学関連科目において様々

な方法で活用され、教員の教授活動を支える

とともに、学生の学修を支援する貴重なツー

ルの 1 つとなっていた。ここでは、2020 年

度に開講された成人看護学関連科目を講義科

目・実習科目の 2 区分に分け、各区分におけ

る映像システム活用の実際をまとめた。

以下、コンテンツ名は『』で示す。

１．講義科目
春セメスターでは、2 年次生を対象とした

「成人看護学概論」、3 年次生を対象とした「成

人看護援助論Ⅱ」「成人看護援助論Ⅲ」「成人

看護援助論演習」が、秋セメスターでは 2 年

次生を対象とした「成人看護援助論Ⅰ」が開

講された。

春セメスターは遠隔システム方式による講

義であったが、秋セメスターは対面方式とハ

イブリッド方式による講義となった。両セメ

スターにおける講義方式は異なっていたが、

コンテンツは講義内で一部再生する、事前・

事後学修の学修教材とする、参考教材として

紹介する等の方法で用いられていた。

２．実習科目
春セメスターでは 4 年次生を対象とした

「急性期看護学実習」「慢性看護学実習」「統

合実習」が、秋セメスターでは 3 年次生を対

象とした「急性期看護学実習」「慢性看護学

実習」が開講された。春セメスター前半は、

遠隔システム方式によるオンライン実習（以

下、オンライン実習）であったが、春セメス

ター後半からは各実習施設において学生の実

習受け入れ許可が得られ、臨地での看護実践

と学内演習を組み合わせた実習が行われた。

映像システムは、主にオンライン実習におい

て多様な方法で活用されていたが、臨地での

看護実践が再開された後も、学修目標到達を

支援するツールとして継続的に活用されてい

た。

オンライン実習における活用例としては、

『乳房温存手術を受けた患者の看護事例』『胃

切除術を受けた患者の看護事例』『直腸手術

を受けた患者の看護事例』『脳梗塞患者の看

護事例』『慢性心不全患者の看護事例』等の

看護事例コンテンツを用いた看護過程演習や

グループディスカッション、『術中看護』と

いう手術に関連するコンテンツを用いた手術

室看護師との遠隔カンファレンス、『輸液ポ

ンプ・シリンジポンプ』『輸液』『持続硬膜外

麻酔・持続皮下注入』などの看護技術に関す

るコンテンツを事前事後学修で取り入れた看

護技術演習、等であった。臨地での看護実践

が再開された春セメスター後半以降は、主に

学内演習や臨地の看護実践のための事前・事

後学修教材として活用されていた。なお、体

調不良や生活・行動背景から COVID-19 の感

染リスクが考えられる学生に関しては、臨地

における看護実践が制限または中止されるこ

とがあった。その際には、春セメスターのオ

ンライン実習に準じた方法で映像システムを

活用した代替実習が行われていた。



聖隷クリストファー大学看護学部紀要　No.29（2021）

― 32 ―

Ⅴ．映像システムの活用における今
後の課題

成人看護学領域では、2020 年度開講の成

人看護学関連科目において、映像システムを

活用してきた。以下に、講義、実習、そして

学生の主体的学修の側面から、映像システム

の活用状況を振り返り、今後の課題を検討す

る。

１．講義科目
講義科目において、映像システムは主に授

業内でのコンテンツの一部再生や、事前・事

後学修の教材としての活用、参考教材として

の提示などの方法で用いられていた。教員か

らは「必要な部分だけ切り取り活用できる点

が便利であった」「多様なコンテンツがあり

頻繁に活用した」などの意見があり、映像シ

ステムが講義の展開に役立っていたことが伺

えた。また、学生からは「映像があると講義

内容が理解しやすい」「所々で使用すると授

業に集中できる」といった意見が聞かれ、映

像システムの活用が講義の理解を促進する

ツールとなっていることが伺えた。しかし、

コンテンツのような視聴教材は、単体では効

果的な教材とはなりにくく、教員の説明と

フォローがあって教育効果が十分に発揮され

ること（辻，2015）、コンテンツ教材を授業

のどこでどのように使用するかによって、同

じ教材を用いても学修効果に違いがあること

（三島他，1997）等が報告されている。その

ため、今後は、講義の中でのコンテンツ使用

方法やその効果を評価し、それら知見を蓄積

することが課題である。なお、事前・事後学

修における活用や参考教材としての提示に関

しては、学生から「コンテンツを使った事前

事後学修で講義内容が具体的にイメージでき

理解しやすくなった」「自分のペースで学修

したい内容を何度でも確認できるので講義の

理解が深まった」などの意見があり、映像シ

ステムならではの利点を生かした学修が実施

できていることが伺えた。しかし、こちらも

講義と同様に、その使用方法や提示方法など

の効果を評価することが課題である。

２．実習科目
2020 年度の実習は、COVID-19 の感染拡

大状況によりその時々で各実習施設におけ

る学生の実習受け入れ状況が変化した。ま

た、学生の体調変化や生活・行動歴などから、

COVID-19 の感染リスクが疑われるケースは、

実習内容が制限されたり、中止となることも

あった。そのため実習は、その時々で多様な

教育手法を組み合わせる、オンライン実習の

学生と臨地での看護実践を並行して行うこと

もあった。映像システムの使用に関して教員

からは「多様なコンテンツがあることで様々

な状況に対応できた」「臨床に行くことがで

きない学生の教育に看護事例コンテンツが大

いに役立った」「映像システムを利用するこ

とで、様々な学生に質を担保した教育ができ

た」「映像システムが活用できる環境がある

ことで心理的負担が軽減された」などの意見

が聞かれた。しかし、一方で「看護事例コン

テンツは教育者側の学修目標やねらいを的確

に表現した教材となってない」との意見もあ

り、コンテンツを活用しながらも学修目標が

達成できるような教材の開発はやはり必要で

あると考えられた。オンライン実習となった

学生からは「オンラインの実習であったが、

映像システムを使い繰り返し学修できたので

思考過程が強化できた」「臨床に行けず悔し

い思いをしたが、映像システムを用いること

で様々な学修ができることがわかった」など

の意見が聞かれ、映像システムが学生の学修

を支援し、オンライン実習という特殊な学修

状況において学生に安心をもたらしていたこ

とが伺えた。また、臨地での実習を体験した

学生からは、「事前に閲覧することで、臨地

の状況や患者の様子がイメージしやすく不安
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が軽減した」などの意見がきかれ、映像シス

テムが学生の実習準備に貢献できることが伺

えた。なお、実習科目においても講義科目と

同様に、使用方法や効果の評価は今後の課題

である。

３．学生の主体的学修
今回、映像システムは多くの講義や実習に

おいて、学生の事前・事後学修や参考資料と

して活用されていたが、今年度は、学生の映

像システム使用状況は把握できていない。今

後、学生個人のコンテンツ視聴時間、視聴内

容、視聴回数、視聴場所、活用目的、等を調

査・把握し、学生の主体的学修を促進する取

り組みに繋げていくことが課題である。

4．今後に向けて
今回の映像システムの導入は、COVID-19

の感染拡大が大きなきっかけとなったが、今

後は映像システムを従来の教育ができない事

への代替にとどめることなく、学修の重要な

手段として位置づけていくための、教育効果

の評価や知見の蓄積が必要である。また、映

像システムは、成人看護学領域だけでなく、

複数領域と組織的に共有し活用できるツール

である。他領域と共有し組織的に活用するこ

とで学生の主体的学修を促進する環境を学内

に創生できるとともに、教育効果に関する知

見の共有や蓄積にもつながると考え、組織に

おける有機的な活用を視野に入れていきたい

と考える。

本報告における利益相反はない。
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